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個
の
確
立
と
他
と
の
協
調
と
は

個
の
確
立
と
他
と
の
協
調
と
は

転
勤
や
所
属
異
動
に
よ
る
変
化
も

あ
る
で
し
ょ
う
。こ
う
し
た
変
化
は

安
定
と
不
安
の
繰
り
返
し
で
あ
り
、

不
規
則
的
に
繰
り
返
す
性
質
が
あ

る
と
思
え
ま
す
。

　

即
ち
、一
人
の
人
間
の
生
き
方

も
、独
立
し
た
国
家
の
生
き
方
も

同
じ
よ
う
に
思
え
る
の
で
す
。

　

翻
っ
て
、日
本
と
い
う
国
を
一
人

の
人
間
に
喩
え
て
評
価
す
れ
ば
、皆

さ
ん（
学
生
･
生
徒
）の
ご
意
見
は

如
何
で
し
ょ
う
か
。

　

日
本
の
今
は
、コロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
や

イ
ン
フ
ルエ
ン
ザ
に
苛
ま
れ
乍
ら
も
、

マ
ス
ク
を
し
て
適
時
に
楽
し
み
を
見

出
し
、比
較
的
平
穏
に
暮
ら
し
て
い

る
よ
う
に
見
え
ま
す
。こ
の
よ
う
な

社
会
で
す
か
ら
、皆
さ
ん
に
は
自
己

と
自
国
の
特
色
を
適
切
に
認
識
し
、

自
分
と
は
何
か
を
見
つ
め
て
ほ
し
い

の
で
す
。

　

日
本
に
は
古
来
、八
百
万
代
の

神
々
と
い
う
多
様
性
の
あ
る
余
多

な
宗
教
が
あ
り
、あ
ら
ゆ
る
神
頼
み

が
存
在
し
、四
季
の
恵
み
を
愛
で
、

自
由
を
謳
歌
し
て
い
る
社
会
で
す
。

　

そ
れ
で
も
現
実
と
し
て
社
会
全

般
に
目
を
向
け
れ
ば
、溢
れ
ん
ば
か

り
の
情
報
が
存
在
し
、そ
の
中
に
は

真
偽
の
程
が
不
明
な
も
の
も
あ
り

ま
す
。さ
ら
に
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
生
成
Ａ
Ｉ

に
よ
る
虚
報
問
題
が
生
ま
れ
出
し

て
い
ま
す
し
、メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
情
報

で
さ
え
も
時
に
は
人
権
を
阻
害
す

る
も
の
も
あ
る
の
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
時
代
に
生
き
る
皆

さ
ん
に
は
平
穏
な
日
常
だ
か
ら
こ

そ
、他
者
を
尊
敬
し
、自
己
の
責
任

を
自
覚
し
、自
由
を
認
識
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。そ
の
本
質
こ
そ

が
、個
の
確
立
と
他
と
の
協
調
な
の

で
す
。

　

今
年
の
夏
は
体
験
し
た
こ
と
が

な
い
猛
暑
で
し
た
。

　

地
球
環
境
を
調
べ
る
と
気
象
変

化
と
共
に
、い
た
る
と
こ
ろ
で
戦
争

や
武
力
衝
突
な
ど
、剣
呑
な
日
常

が
続
い
て
お
り
、気
が
か
り
で
す
。

　

人
類
は
安
寧
を
求
め
な
が
ら
も
、

戦
乱
を
引
き
起
こ
す
こ
と
は
何
故

で
し
ょ
う
か
。不
思
議
で
す
。

　

戦
闘
や
安
寧
な
生
活
に
は
感
情

的
な
得
失
み
た
い
な
も
の
が
根
源
に

あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

仏
教
で
は
輪
廻
転
生
と
で
も
い

う
の
で
し
ょ
う
か
、多
く
の
歴
史
書

は
民
衆
の
心
情
を
平
穏
で
あ
る
こ

と
を
是
と
し
、争
い
を
忌
み
嫌
う
記

し
方
を
通
例
と
し
て
い
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

人
間
は
実
行
と
反
省
、失
敗
と

成
功
を
繰
り
返
し
、争
い
と
融
和
の

歴
史
を
刻
み
続
け
て
き
た
し
、地
球

も
寒
暖
を
繰
り
返
し
て
き
ま
し
た
。

動
植
物
と
て
同
じ
よ
う
に
変
化
し
、

順
応
し
て
き
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

こ
の
様
な
サ
イ
ク
ル
を
人
類・民

族
に
置
き
換
え
て
考
え
る
と
、そ
こ

に
は
常
に
相
対
す
る
要
因
に
貧
困

や
富
裕
が
あ
り
、そ
れ
ら
を
原
点
と

し
た
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
中
心
的
背

景
に
宗
教
や
言
語
、地
政
学
的
要

因
等
が
影
響
し
て
い
る
よ
う
に
思
え

ま
す
。

　

我
が
国
の
歴
史
に
は
大
陸
か
ら

の
集
団
移
民
や
廃
藩
置
県
に
よ
る

住
民
移
転
な
ど
が
あ
り
、現
代
で
は



開成の杜（2）

▽
既
婚
男
女
の
家
事
分
担
意
識
に
関
す
る

考
察
―
社
会
と
私
た
ち
の
在
り
方
を
探

る
― 

鈴
木
香
奈

▽
よ
さ
こ
い
衣
装
か
ら
み
る
伝
統
文
化
の

継
承
に
つい
て 

近
藤
里
菜

▽
学
校
制
服
の
変
遷
と
今
後
の
在
り
方
に

つい
て
―
女
子
制
服
を
中
心
と
し
て
―

 

　

吉
田
桃
香

▽
家
庭
科
教
育
に
お
け
る
食
育
の
推
進
に

つ
い
て
―
食
育
の
起
源
と
変
遷
を
踏
ま
え

て
― 

鈴
木
慧

▽
化
粧
品
と
生
活
環
境 

小
針
愛
加

▽
生
活
と
交
通
―
福
島
市
に
お
け
る
地
域

公
共
交
通
の
現
状
と
課
題
― 
鴫
原
理
乃

■
大
学
院
修
士
論
文
中
間
発
表

【
人
間
生
活
学
研
究
科
　
人
間
生
活
学
専
攻
】

▽
建
築
設
計
製
図
教
育
に
お
け
る
思
考
プ

ロ
セ
ス
傾
向
の
変
化 

松
本
み
さ
と

▽
福
島
県
に
お
け
る
雪
害
対
策
に
関
す
る

基
礎
的
研
究
―
落
雪
事
故
発
生
時
の
気

象
要
因
に
つい
て
― 

髙
橋
真
理

■
短
期
大
学
部
学
修
レ
ポ
ー
ト

【
専
攻
科
文
化
学
専
攻
】

▽
19
世
紀
の
女
性
観
―
女
子
教
育
と
フ
ェ

ミ
ニ
ズ
ム
の
接
点
― 

佐
々
木
百
花

▽
与
謝
野
晶
子
と
児
童
文
学

 

田
母
神
穂
乃
香

▽
郡
山
う
ね
め
ま
つ
り
の
歴
史
と
そ
の
宗

教
的
側
面 

阿
部
茉
弥

▽
浅
川
の
花
火
の
歴
史
と
供
養 
江
田
有
沙

▽
近
世
･
近
代
の
郡
山
に
お
け
る
宗
教
の

展
開
―
安
積
國
造
神
社
と
開
成
山
大
神

宮
を
中
心
に
― 

黒
田
明
花

▽
皇
妃
エ
リ
ザ
ベ
ー
ト
と
ハン
ガ
リ
ー

 

藤
田
実
優

▽
冥
界
神
ハ
デ
ス
の
形
成 

菅
野
香
子

▽
国
見
町
松
田
家
住
宅
の
文
化
財
登
録
と

活
用
事
業
の
展
開 

遠
藤
眞
夏

▽
大
正
昭
和
戦
前
期
に
お
け
る
米
穀
倉
庫

の
設
計
基
準
の
変
遷
と
有
用
性
の
検
証

 

　

松
谷
栞
理

▽
米
第
八
軍
専
用
休
暇
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に

み
る
接
収
ホ
テ
ル
と
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
実

態
―
占
領
軍
か
ら
み
た
日
本
像
と
休
暇
プ

ロ
グ
ラ
ム
― 

熊
田
朋
華

▽
復
元
天
守
の
現
代
的
価
値
―
現
存
復
元

天
守
の
全
体
像
と
そ
の
活
用
実
態
― 

 

 

奥
山
優
莉
亜

【
生
活
科
学
科
　
生
活
総
合
コ
ー
ス
】

▽
自
己
理
解
に
基
づ
く
小
中
一
貫
キ
ャ
リ

ア
教
育
の
適
切
な
在
り
方
―
内
容
の
系
統

性
と
発
達
の
順
序
性
に
注
目
し
て
―

 

坂
内
里
帆

▽
I
C
T
を
活
用
し
た
学
習
の
適
切
性
―

教
育
政
策
上
の
学
習
観
と
の
整
合
性
に
着

目
し
て
― 

野
田
瞳

▽
特
別
支
援
学
校
に
隣
接
す
る
知
的
障
害

児
入
所
施
設
職
員
の
意
識
―
施
設
職
員

と
特
別
支
援
学
校
教
員
の
切
れ
目
の
な
い

連
携
･
協
力
関
係
を
模
索
し
て
― 

 

 

善
方
玲
実

▽
樋
口
一
葉
に
つい
て
―
そ
の
生
き
方
に
関

す
る
一
考
察
― 

本
多
綾
奈

生
活
習
慣
と
の
関
連 

安
部
里
奈
／

 
大
島
彩
楓
／
角
田
夏
歩
／
君
島
沙
也
佳

▽
葛
尾
村
民
の
帰
村
の
有
無
が
人
と
の
ふ

れ
あ
い
に
及
ぼ
す
影
響 

佐
藤
夢
花
／

 
五
十
嵐
遥
香
／
宗
形
由
香
／
齋
藤
百
花

▽
女
子
高
校
生
ア
ス
リ
ー
ト
の
月
経
異
常

と
食
習
慣
と
の
関
連 

川
音
夏
琳
／

白
土
な
な
み
／
眞
壁
ひ
と
み
／
渡
邉
祈
乃

▽
女
子
大
生
の
コ
ロ
ナ
期
と
コ
ロ
ナ
緩
和
期

の
食
生
活
の
変
化
と
身
体
の
変
化
の
関
連

 

須
藤
夏
実
／
溝
井
侑
希
奈

▽
勤
労
者
へ
の
健
康
増
進
事
業
の
取
り
組

み 
立
原
幸
音
／
伊
藤
彩
／
奈
良
坂
憲
芳

■
同
卒
業
研
究
中
間
発
表

【
生
活
科
学
科
　
建
築
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
】

▽
S
D
Gｓ
の
日
本
に
お
け
る
現
状
と
持

続
可
能
な
建
築
に
関
す
る
考
察 
及
川
萌

▽
福
島
県
に
お
け
る
移
住
対
策
と
現
状
に

つい
て
の
考
察 

安
齋
瑞
季

▽
福
島
県
の
雪
害
対
策
に
関
す
る
考
察

―
会
津
地
方
及
び
喜
多
方
市
の
雪
害
に
つ

い
て
― 

長
谷
川
晴
奏

▽
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
の
現
状
か
ら
見
る
不
登

校
児
への
建
築
的
対
策
に
関
す
る
考
察

 

　

土
屋
香
凛

▽
福
島
県
内
の
避
難
所
の
現
状
と
地
区
防

災
計
画
に
関
す
る
考
察 

和
知
奏
海

▽
日
本
の
コ
ン
バ
ー
ジ
ョ
ン
建
築
の
現
状
に

関
す
る
考
察 

丹
野
佑
香

▽
旧
二
階
堂
家
住
宅
の
建
築
的
特
徴
と
保

存
価
値 

狩
野
未
涼

▽
装
飾
彫
刻
に
み
る
神
社
建
築
の
特
徴
と

評
価
―
福
島
市
の
神
社
に
お
け
る
社
殿
と

装
飾
彫
刻
の
価
値
― 

鈴
木
彩
花

▽
旧
吉
田
家
住
宅
主
屋
･
紫
雲
閣
の
再
評

価
と
活
用
事
業
の
実
践 

緑
川
風
香

廃
校
の
活
用
を
考
え
る
―
栃
山
神
地
区
の

現
状
か
ら
― 

渡
辺
日
奈
子

▽
養
介
護
施
設
従
事
者
に
よ
る
高
齢
者
虐

待
防
止
に
つ
い
て
―
介
護
者
視
点
か
ら
高

齢
者
虐
待
防
止
に
つい
て
考
え
る
― 

 

 

小
林
美
穂

▽
子
ど
も
食
堂
開
催
の
周
知
方
法
に
関
す

る
検
討
―
郡
山
市
T
町
の
子
ど
も
食
堂

を
事
例
に
― 

木
原
瑞
希

▽
災
害
時
に
お
け
る
車
椅
子
使
用
者
の
避

難
経
路
の
調
査
―
避
難
シ
ミ
ュレ
ー
シ
ョン

及
び
支
援
者
イ
ン
タ
ビュー
か
ら
― 

 

 

今
崎
朱
里

▽
障
害
者
へ
の
過
保
護
･
過
干
渉
と
そ
れ

を
踏
ま
え
た
支
援
の
あ
り
方
―
イ
ン
タ

ビュー
及
び
事
例
検
討
か
ら
― 

平
子
凛

▽
郡
山
女
子
大
学
･
短
期
大
学
に
お
け
る

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
と
若
者
ケ
ア
ラ
ー
の
実
態

調
査 

田
中
彩
希

▽
デ
ジ
タ
ル
化
環
境
が
今
後
の
高
齢
者
に

与
え
る
影
響
―
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
ツ
ー
ル

の
変
遷
か
ら
の
考
察
― 

藤
田
宇
美

▽
認
知
症
カ
フ
ェ
の
現
状
と
課
題
―
郡
山

市
と
厚
生
労
働
省
の
事
例
か
ら
認
知
症
カ

フェの
あ
り
方
を
考
え
る
― 

鎌
田
莉
緒

▽
施
設
利
用
者
に
と
って
の
楽
し
み

―
食
事
を
楽
し
み
と
し
て
繋
げ
る
た
め
の

支
援
と
方
法
― 

佐
藤
沙
希

▽
児
童
虐
待
の
現
状
と
課
題
―
児
童
虐
待

の
裁
判
記
録
を
も
と
に
今
後
の
支
援
に
つ

い
て
考
え
― 

御
代
田
真
由

【
食
物
栄
養
学
科
】

▽
古
殿
町
の
ミ
ニ
ト
マ
ト
を
使
用
し
た
6

次
化
商
品
開
発（
４
） 

小
豆
畑
奈
々

▽
会
津
の
伝
統
料
理
、つ
と
豆
腐
に
関
す
る

研
究 

 

飯
島
ほ
な
み
／
古
橋
見
奈

▽
福
島
県
の
伝
統
的
汁
物
の
減
塩
に
関
す

る
N
a
／
K
か
ら
の
検
討（
３
）

 

馬
場
絹
花
／
中
川
美
里

▽
女
子
高
校
生
卓
球
部
に
お
け
る
活
動
量

に
見
合
っ
た
適
切
な
食
事
量
の
栄
養
教
育

 

鶴
園
瑛
香
／
野
木
玲
那

▽
栄
養
教
育
に
お
け
る
小
学
生
の
食
事
に

関
す
る
実
態
調
査

 

髙
橋
花
音
／
土
井
ゆ
か
り

▽
中
学
生
の
地
場
産
物
お
よ
び
農
業
へ
の

関
心
と
給
食
の
評
価
･
Ｓ
Ｄ
Ｑ
Ｏ
Ｌ
の
関

■
大
学
家
政
学
部
卒
業
研
究
発
表

【
生
活
科
学
科
　
福
祉
コ
ー
ス
】

▽
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
利
用
者
に
も

た
ら
す
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
効
果
―
コ
ロ
ナ

禍
で
の
職
員
の
工
夫
― 

佐
藤
桃
香

▽
最
期
ま
で
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
す

た
め
の
ま
ち
づ
く
り
―
梁
川
町
に
お
け
る

「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」の
現
状
か
ら

み
る
課
題
― 

齋
藤
愛
美
果

▽
本
宮
市
に
お
け
る
要
配
慮
者
へ
の
災
害

支
援　
 

平
茉
菜

▽
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
地
域
づ

く
り
に
向
け
て
―
田
村
市
都
路
町
の
地
域

コ
ミ
ュニ
テ
ィ
と
行
政
機
関
の
取
り
組
み
の

現
状
か
ら
― 

宗
像
文
香

▽
就
労
継
続
支
援
B
型
事
業
所
の
現
状
と

課
題 

深
谷
結
衣

▽
認
知
症
高
齢
者
の
現
状
と
支
援
の
方
法

に
つ
い
て
―
田
村
市
の
認
知
症
支
援
の
現

状
か
ら
考
え
る
― 

　

石
井
怜
伽

▽
地
域
住
民
の
認
知
症
理
解
の
啓
発
と
協

同
へ
の
支
援
に
つ
い
て
―
認
知
症
カ
フ
ェ
の

活
用
に
つい
て
考
え
る
― 

清
野
愛
結

▽
小
学
校
廃
校
に
よ
る
地
域
へ
の
影
響
と福祉コースの研究発表

建築デザインコースの発表

就
職
部
よ
り

　

郡
山
女
子
大
学
家
政
学
部
の
卒
業

研
究
発
表
並
び
に
中
間
発
表
は
10
月

７
、８
日
の
も
み
じ
会
に
併
せ
て
行
わ

れ
た
。4
年
間
の
学
び
の
成
果
を
ス

ラ
イ
ド
や
グ
ラ
フ
、ポ
ス
タ
ー
な
ど
を

用
い
て
披
露
し
た
。同
時
に
短
期
大

学
部
専
攻
科
文
化
学
専
攻
の
学
修
レ

ポ
ー
ト
も
掲
示
さ
れ
た
。ま
た
、大
学

院
人
間
生
活
学
研
究
科
の
修
士
論
文

中
間
発
表
は
11
月
22
日
に
実
施
し
た
。

　

各
テ
ー
マ
と
発
表
者
は
次
の
通
り
。

連
性

 

今
野
沙
羅
／
棚
井
涼
香
／
田
中
亜
実

▽
デ
ジ
タ
ル
化
に
対
応
し
た
食
育
の
推
進

〜
I
C
T
を
活
用
し
た
レ
シ
ピ
コ
ン
テ
ス
ト

の
試
み
〜 

 

 

安
田
詩
音
／
生
井
涼
乃
／
橋
本
み
く

▽
デ
ジ
タ
ル
化
に
対
応
し
た
食
育
の
推
進

〜
H
P
を
活
用
し
た
食
育
事
業
の

発
信
〜 

大
住
友
心
／
小
松
う
た

▽
ど
ん
な
イ
チ
ゴ
が
お
い
し
い
か

 

髙
木
亜
由
美

▽
葛
尾
村
で
の
取
り
組
み
報
告
２
０
２
３

①
〜
女
子
大
農
場
で
の
エ
ゴマ
栽
培
な
ら
び

に
商
品
開
発
に
つい
て
〜

 

伹
野
桃
花
／
保
住
朱
夏

▽
葛
尾
村
で
の
取
り
組
み
報
告
２
０
２
３

②
〜
H
A
N
E
R
U
葛
尾
と
の
バ
ナ
メ
イ

エ
ビ
を
活
用
し
た
レ
シ
ピ
開
発
〜

 

嶋
早
織
／
人
見
千
聖
／
佐
藤
優
莉

▽
葛
尾
村
で
の
取
組
報
告
２
０
２
３
③

〜
東
北
大
学
栽
培
農
産
物
を
活
用
し
た

商
品
開
発
〜 

栁
沼
萌
／
石
井
華
苗

▽
都
路
町
産
ナ
ツ
ハ
ゼ
を
活
用
し
た
商
品

開
発 

小
板
橋
風
花
／
牧
野
愛
美

▽
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る

生
活
や
行
動
の
変
化
に
つい
て

 

荒
井
華
歩
／
猪
股
亜
沙
美

▽
様
々
な
刺
激
に
対
す
る
血
管
機
能
の
応

答 

安
田
陽
菜
／
一
戸
瑞
希
／

 

三
橋
菜
々
子

▽
様
々
な
刺
激
に
対
す
る
気
分・感
情
お
よ

び
唾
液
ア
ミ
ラ
ー
ゼ
活
性
の
変
化

 
菅
原
絵
茉
／
国
分
歩
優
美
／
浦
山
夏
梨

▽
勤
労
者
に
お
け
る
主
観
的
健
康
観
と
食

　

新
型
コロ
ナ
禍
で
落
ち
込
ん
だ
経

済
が
回
復
す
る
中
で
、様
々
な
業
種

で
の
人
手
不
足
も
鮮
明
に
な
っ
て
い

る
。企
業
は
内
定
を
増
や
し
て
い
る

が
計
画
に
追
い
付
か
ず
、学
生
に
は

有
利
に
進
み
内
々
定
辞
退
も
多
く

な
って
い
る
。採
用
活
動
の
早
期
化
、

長
期
化
と
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
増

加
に
よ
り
、就
職
活
動
に
も
変
化
が

見
ら
れ
る
。面
接
は
オ
ン
ラ
イ
ン
の

傾
向
が
増
え
て
お
り
、対
面
で
の
選

考
を
忌
避
す
る
傾
向
も
あ
っ
た
が
、

面
接
時
に
求
め
ら
れ
る
コ
ミュニ
ケ
ー

ション
能
力
、笑
顔
、意
欲
等
は
変
わ

ら
な
い
。

　

本
学
の
10
月
25
日
現
在
の
就
職

内
定
は
、昨
年
度
よ
り
も
大
学
９・

０
％
、短
大
６
・２
％
増
加
し
て
い

る
。今
年
度
は
大
学
生
活
科
学
科

の
学
生
の
教
員
採
用
試
験
で
、初
め

て
高
校
福
祉
科
と
小
学
校
教
諭
に

採
用
さ
れ
て
い
る
。他
学
科
も
特
色

を
活
か
し
て
就
職
内
定
を
得
て
い
る

が
、ま
だ
活
動
中
の
学
生
も
い
る
。

　
コロ
ナ
禍
以
降
の
Z
世
代
の
行
動

傾
向
は
、リ
ア
ル
な
情
報
を
求
め
、

予
測
で
き
な
い
事
に
不
安
を
覚
え
、

リ
ス
ク
が
あ
り
そ
う
な
時
は
回
避
を

す
る
。自
分
に
合
う
会
社
を
見
つ
け

た
い
と
い
う
思
い
が
強
く
、相
手
の
ス

タ
ン
ス
に
も
敏
感
に
な
る
傾
向
が
み

ら
れ
た
。

　

今
年
も
11
月
29
日
に
は
第
5
回

就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
で
就
職
内
定
者
10

名
の
就
職
活
動
報
告
会
が
あ
る
。

大
学
３
年
生
、短
大
１
年
生
は
先

輩
の
報
告
を
参
考
に
、年
々
早
ま
る

就
職
活
動
の
一
歩
を
踏
み
出
し
て

ほ
し
い
。

　

就
職
し
た
後
の
人
生
の
方
が
長

く
、働
く
時
間
も
長
く
な
る
。や
り

た
い
事
、で
き
る
事
、や
る
べ
き
事
を

見
極
め
て
、就
職
と
ど
う
向
き
合
っ

て
い
く
の
か
を
自
分
な
り
に
考
え
る

機
会
に
し
て
も
ら
い
た
い
。

も
み
じ
会
に
併
せ
て
中
間
発
表
も

各
学
科
、専
攻
で
卒
業
研
究
発
表

研究を説明する食物栄養学科生
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発
生
し
、そ
の
後
も
台
風
に
よ
る

大
水
害
、コ
ロ
ナ
禍
な
ど
に
見
舞

わ
れ
た
。復
興
に
尽
力
し
た
日
々

か
ら『
坊
さ
ん
市
長
の
12
年
〜
災

害
の
中
か
ら
得
た
ご
縁
〜
』と
題

し
て
語
っ
た
。

　

苦
難
の
中
、人
と
人
と
の
つ
な

が
り
と
理
解
し
合
う
心
、助
け
合

い
の
必
要
性
を
感
じ
た
と
強
調
。

台
風
の
被
害
な
ど
を
受
け
た
際
、

高
校
生
ら
若
い
人
た
ち
が
被
災

家
屋
の
復
旧
な
ど
に
汗
を
流
す

姿
に
希
望
が
見
え
た
と
心
情
を

明
か
し
た
。

　

今
年
度
の
第
３
回
教
養
講
座

は
10
月
11
日
に
開
か
れ
、本
宮
市

の
高
松
義
行
市
長
が
講
演
し
た
。

　

高
松
市
長
は
僧
侶
の
傍
ら
公

務
員
を
経
て
政
治
家
に
な
り
、２

０
１
１
年
２
月
に
市
長
に
就
任
し

た
。直
後
に
東
日
本
大
震
災
が

高
松
本
宮
市
長
が
縁
の
大
切
さ
語
る

今
年
度
第
３
回
教
養
講
座

　

郡
山
開
成
学
園
は
赤
い
羽
根
共

同
募
金
に
賛
同
し
、学
生
、生
徒
、

教
職
員
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
１
３
８
５

３
４
円
を
郡
山
市
社
会
福
祉
協
議

会
へ
寄
付
し
た
。

　

学
内
で
の
贈
呈
式
で
は
、大
学
学

友
会
の
渡
部
真
緒
副
会
長
、短
大

学
友
会
の
渡
辺
紗
帆
厚
生
部
長
、

附
属
高
校
の
高
橋
凛
生
徒
会
長
が

郡
山
市
社
福
協
の
栁
沼
英
行
副
会

長
へ
浄
財
を
手
渡
し
た
。

　

学
園
の
皆
さ
ん
の
善
意
は
、恵
ま

れ
な
い
人
た
ち
や
災
害
被
災
者
の

支
援
な
ど
に
役
立
て
ら
れ
る
。

　
「
郡
山
開
成
学
園　

生
活
文
化

博
物
館
」は
10
月
４
日
、福
島
県
教

育
委
員
会
に
よ
り
、博
物
館
法
第

11
条
の
規
定
に
則
って
登
録
さ
れ
た
。

　

今
後
は
、短
大
学
芸
員
課
程
の

実
践
的
教
育
施
設
と
し
て
、ま
た
学

生・生
徒・園
児
の
教
養
教
育
の
場

と
し
て
一
層
充
実
を
図
る
と
共
に
、

一
般
に
公
開
し
て
地
域
文
化
の
創

成
に
寄
与
し
て
い
く
。

　

登
録
を
記
念
し
て
11
月
18
日
に

　

第
２
２
１
回
芸
術
鑑
賞
講
座

「
郡
山
交
響
楽
団
〜
弦
楽
五
重
奏

の
ひ
と
と
き
〜
」は
11
月
15
日
、建

学
記
念
講
堂
で
開
か
れ
た
。

　
２
年
前
に『
楽
都
･
郡
山
』を
盛

り
上
げ
よ
う
と
福
島
県
出
身
の
音

楽
家
た
ち
で
結
成
さ
れ
た
交
響
楽

団
か
ら
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
高
木
早
紀

さ
ん
、松
野
愛
梨
さ
ん
、ビ
オ
ラ
の
田

口
厚
子
さ
ん
、チ
ェロ
の
長
谷
川
弘

樹
さ
ん
、コ
ン
ト
ラ
バス
の
岩
田
真
人

さ
ん
が
訪
れ
た
。ま
た
オ
ペ
ラ
と

　

附
属
幼
稚
園
の
公
開
保
育
･
分

科
会
に
は
60
名
が
訪
れ
た
。「
ワ
ク
ワ

ク
園
庭
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
！
〜
S
T
E

A
M
の
視
点
を
取
り
入
れ
た
記
録

の
活
用
〜
」と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
、園

児
た
ち
が
楽
し
む
製
作
と
生
活
の

ま
ま
を
観
て
い
た
だ
い
た
。

　

賀
門
康
博
園
長
ら
教
員
た
ち

は
、短
期
大
学
部
幼
児
教
育
学
科

の
柴
田
卓
准
教
授
と
研
修
を
重

　

東
北
地
区
幼
稚
園
教
員
研
修
大

会（
福
島
大
会
）は
10
月
20
日
、21

日
の
両
日
、郡
山
市
内
で
開
か
れ

た
。初
日
に
附
属
幼
稚
園
な
ど
９
園

で
公
開
保
育
と
分
科
会
が
、市
内
の

ホ
テ
ル
で
２
つ
の
研
修
分
科
会
が
行

わ
れ
、東
北
各
地
か
ら
８
０
０
名
以

上
が
参
加
し
た
。

よ
る
人
材
育
成
に
も
努
め
て
い
る
。

　

産
学
官
連
携
の
成
果
と
し
て
、え

ご
ま
ア
イ
ス
、え
ご
ま
葉
茶
の
商
品

化
に
つ
な
がっ
た
。

　
　
　

◇ 

　
　
　

◇

　

食
物
栄
養
学
科
の
学
生
た
ち
は

今
年
も
葛
尾
村
の
女
子
大
農
場

で
、え
ご
ま
を
栽
培
し
、11
月
4
日

に
収
穫
を
行
っ
た
。村
民
と
短
大
健

康
栄
養
学
科
の
学
生
も
協
力
し
た
。

　

東
北
農
政
局
の
令
和
５
年
度

「
デ
ィ
ス
カ
バ
ー
農
山
漁
村（
む
ら
）の

宝
」選
定
で
大
学
家
政
学
部
食
物

栄
養
学
科
が
奨
励
賞
に
選
ば
れ

た
。
　

対
象
に
な
っ
た
の
は
、震
災
と
原

発
事
故
か
ら
の
復
興
を
目
指
す
葛

尾
村
で
の
活
動
。え
ご
ま
栽
培
を
通

じ
た
地
域
活
性
化
と
特
産
物
の
開

発
を
進
め
、学
生
ら
の
食
農
教
育
に

ね
、科
学（
S
）･
技
術（
T
）･
工

学（
E
）･
芸
術（
A
）･
数
学（
M
）

の
視
点
を
持
ち
つ
つ
、子
ど
も
の
興

味
･
関
心
を
活
か
せ
る
保
育
環
境

と
関
わ
り
に
つ
い
て
検
討
し
た
。そ
の

結
果
の
一
つ
が
、も
み
じ
会
で
あ
り
、

今
回
の
公
開
保
育
だ
っ
た
。

　

参
加
者
か
ら
は「
子
ど
も
た
ち
の

気
持
ち
を
活
か
せ
る
環
境
に
感
心

し
た
」な
ど
の
感
想
が
述
べ
ら
れ
た
。

　

ま
た
、研
修
分
科
会
で
は
短
期
大

学
部
幼
児
教
育
学
科
の
折
笠
国
康

教
授
が「
養
成
校
か
ら
見
た
学
生
・

新
任
教
員
指
導
〜
保
育
者
と
し
て

育
て
る
た
め
の
ヒ
ン
ト
〜
」と
題
し
て

講
演
し
た
。

　

最
終
日
は
建
学
記
念
講
堂
で
全

体
会
が
開
か
れ
た
。

公
開
保
育
で
研
修
成
果
を
披
露

本
学
園
で
東
北
地
区
幼
稚
園
教
員
大
会

大
学
食
物
栄
養
学
科
に「
む
ら
の
宝
」奨
励
賞

え
ご
ま
で
葛
尾
村
を
復
興

弦
楽
五
重
奏
の
調
べ

歌
を
交
え
て
楽
し
む

第
２
２
１
回
芸
術
鑑
賞
講
座

赤
い
羽
根
共
同
募
金
を

　
　
郡
山
市
社
福
協
へ
寄
付

講
演
会
を
催
し
、元
短
期
大
学
部

教
授
の
田
辺
真
弓
先
生
が「
壺
装

束
と
む
し
の
た
れ
ぎ
ぬ
」の
演
題
で

講
演
し
た
＝
写
真
＝
。

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
舞
台
で
活
躍
す
る

ソ
プ
ラ
ノ
の
増
田
朱
紀
さ
ん
が
歌
と

進
行
役
を
務
め
た
。

　

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の「
ア
イ
ネ
ク
ラ
イ

ネ
ナ
ハ
ト
ム
ジ
ー
ク
１
楽
章
」で
幕
を

開
け
、久
石
譲
の「
人
生
の
メ
リ
ー

ゴ
ー
ラ
ン
ド
」、ピ
ア
ソ
ラ
の「
リ
ベル
タ

ン
ゴ
」な
ど
を
演
奏
。増
田
さ
ん
が

「
オ　
ソ
レ
ミ
ー
オ
」な
ど
を
歌
い
上

げ
た
。

　

指
揮
体
験
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
、附

属
高
校
生
２
名
と
短
大
の
教
員
が

「
カ
ル
メ
ン
前
奏
曲
」の
タ
ク
ト
を

振
っ
た
。

生
活
文
化
博
物
館
の
登
録
が
完
了

葛尾村で村民と共にえごまを収穫した学生ら

演奏と歌を楽しく繰り広げた郡山交響楽団員ら

人との縁の必要性を説く高松市長

園児の興味がわく生活を紹介した公開保育

環境に配慮した保育を説明した分科会

研修会で講演する折笠教授

善意の募金を贈る学生・生徒の代表
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多くの来場者でにぎわう
もみじ会 
第77回

　第77回もみじ会は10月７日（土）８日（日）に開かれ、
久しぶりの週末開催とあって多くの来場者でにぎ
わった。『不易と流行～地域社会の復興～』を
テーマに、学生・生徒・児童が学びの成果や日
ごろの活動を披露した。同窓生も各地から
訪れ、後輩たちとの交流の輪を広げた。

　

雨
の
た
め
第
３
体
育
館
を
会
場

に
各
種
目
を
実
施
し
た
。
「
心
を

一
つ
に
！
笑
顔
輝
け
！
附
属
№

１
」
が
テ
ー
マ
。
綱
引
き
や
リ

レ
ー
な
ど
で
仲
間
の
熱
い
応
援
を

受
け
な
が
ら
全
力
で
競
い
合
っ
た
。

総
合
成
績
は
１
年
１
組
が
第
１
位

に
な
っ
た
。

　

各
種
目
の
成
績
は
次
の
通
り
。

▼
玉
入
れ　

１
位　

１
年
１
組

2
位　

２
年
３
組

3
位　

１
・
２
・
３
年
生
特
進
組

▼
竹
竿
リ
レ
ー

１
位　

１
年
１
組

2
位　

食
物
科
１
年

3
位　

３
年
３
組

▼
ク
ラ
ス
対
抗
綱
引
き

１
位　

１
年
１
組

2
位　

２
年
３
組

3
位　

食
物
科
１
年

▼
借
り
物
競
走

1
位　

３
年
２
組

2
位　

２
年
３
組

3
位　

２
年
１
組
、
３
年
１
組
、

　
　
　

３
年
３
組
、
３
年
音
美

▼
大
玉
転
が
し

１
位　

３
年
２
組

2
位　

２
年
３
組

3
位　

３
年
１
組

▼
大
繩
跳
び

１
位　

１
年
１
組

2
位　

３
年
３
組

3
位　

２
年
２
組

▼
部
活
動
対
抗
リ
レ
ー
学
芸
部

１
位　

マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
部

2
位　

合
唱
部

3
位　

英
語
部

▼
部
活
動
対
抗
リ
レ
ー
運
動
部

１
位　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

2
位　

陸
上
競
技
部

3
位　

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部

▼
ク
ラ
ス
対
抗
リ
レ
ー

１
位　

１
年
１
組

2
位　

２
年
３
組

3
位　

３
年
２
組

▼
ク
ラ
ス
総
合

１
位　

１
年
１
組

2
位　

２
年
３
組

3
位　

３
年
２
組

　

朝
の
雨
で
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
状
態

が
悪
く
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
と
綱
引
き

を
中
止
と
し
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
と

ボ
ッ
チ
ャ
競
技
を
実
施
し
た
。

ボ
ッ
チ
ャ
は
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
競
技

と
し
て
今
回
初
め
て
採
り
入
れ
、

ル
ー
ル
を
確
か
め
な
が
ら
和
や
か

に
プ
レ
ー
し
た
。
ま
た
、
ク
ラ
ス

ご
と
の
結
束
力
と
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
強
化
の
た
め
「
元
気
は
つ
ら
つ

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」
も
行
っ
た
。

　

各
種
目
の
成
績
は
次
の
通
り
。

▼
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

1
位　

幼
児
教
育
学
科

　
　
　

１
年
Ｃ
ク
ラ
ス

2
位　

食
物
栄
養
学
科

　
　
　

４
年
Ｂ
ク
ラ
ス

3
位　

食
物
栄
養
学
科

　
　
　

3
年
Ａ
ク
ラ
ス

▼
ボ
ッ
チ
ャ

1
位　

幼
児
教
育
学
科

　
　
　

２
年
Ｂ
ク
ラ
ス

2
位　

健
康
栄
養
学
科

　
　
　

１
年
Ｂ
ク
ラ
ス

3
位　

食
物
栄
養
学
科

　
　
　

２
年
Ｂ
ク
ラ
ス

▼
元
気
は
つ
ら
つ

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

優
勝
＝
生
活
科
学
科
4
年

高
校
大
運
動
会　
９
月
27
日

大
学
大
運
動
会　
10
月
4
日

バレーボール競技の熱戦 初のボッチャ競技 力いっぱい綱を引く生徒



開成の杜（6）

　

小
学
１
年
生
の
夏
祭
り
の
と
き
、

地
元
の
自
治
会
で
赤
い
風
船
を
も

ら
い
ま
し
た
。そ
の
赤
い
風
船
は
、しっ

か
り
握
り
し
め
て
い
な
い
と
飛
ん
で

いって
し
ま
い
そ
う
な
く
ら
い
元
気
よ

く
動
い
て
い
ま
し
た
。私
は「
こ
ん
な

に
元
気
な
ら
遠
く
の
誰
か
に
届
く
か

も
」と
ワ
ク
ワ
ク
し
た
こ
と
を
今
で
も

覚
え
て
い
ま
す
。そ
こ
で
、私
の
名
前

と
住
所
を
書
い
た
手
紙
を
風
船
に
つ

け
、空
に
飛
ば
そ
う
と
思
い
ま
し
た
。

そ
っ
と
手
を
離
す
と
、赤
い
風
船
は
、

風
に
揺
ら
れ
な
が
ら
一
気
に
空
高

く
飛
ん
で
い
き
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
１
週
間
後
、私
宛
に
手

紙
が
届
き
ま
し
た
。そ
の
手
紙
は
、福

島
県
い
わ
き
市
に
住
む
、お
じ
い
さ

ん
か
ら
で
し
た
。手
紙
に
は「
お
じ
い

さ
ん
の
畑
で
赤
い
風
船
を
拾
い
ま
し

た
。」と
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。あ
の

赤
い
風
船
は
、野
山
を
越
え
、川
も

越
え
て
お
じ
い
さ
ん
の
畑
ま
で
飛
ん

で
いっ
た
の
で
す
。私
は
、驚
き
と
嬉

し
さ
で
、す
ぐ
に
返
事
を
書
き
ま
し

た
。　
　

そ
れ
か
ら
、お
じ
い
さ
ん
と
の
文

通
が
始
ま
り
ま
し
た
。暑
中
見
舞
い

や
年
賀
状
も
や
り
取
り
し
、バレ
ン
タ

イ
ン
の
時
に
は
、お
母
さ
ん
と
作
っ
た

チ
ョコ
レ
ー
ト
を
送
っ
た
こ
と
も
あ
り

ま
す
。あ
る
と
き
、お
じ
い
さ
ん
は

「
い
つ
も
あ
り
が
と
う
。郁
ち
ゃ
ん
は
、

お
じ
い
さ
ん
の
小
さ
な
友
だ
ち
だ

ね
。」と
書
い
て
く
れ
ま
し
た
。ず
っ
と

ず
う
っ
と
遠
く
の
町
に
、と
って
も
歳

の
離
れ
た
友
だ
ち
が
で
き
た
時
の
嬉

し
さ
は
、今
で
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

お
じ
い
さ
ん
に
は
、手
紙
を
通
し

て
、言
葉
で
人
と
通
じ
合
う
事
の
大

切
さ
を
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。こ

れ
が
、今
、本
学
で
保
育
内
容「
言

葉
」を
教
え
て
い
る
私
の
原
点
で

す
。

　

毎
年
、郡
山
市
高
等
学
校
合
唱

連
盟
に
よ
る
合
同
演
奏
会「
た
な
ば

た
コ
ン
サ
ー
ト
」が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。こ
の
演
奏
会
に
は
高
校
生
に
よ

る
演
奏
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
方
々

が
多
く
来
場
し
ま
す
。今
年
も
新
型

コロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
が
懸
念
さ
れ

ま
し
た
が
、け
ん
し
ん
郡
山
文
化
セ

ン
タ
ー
で
郡
山
市
内
か
ら
6
校
が
参

加
し
、素
晴
ら
し
い
歌
声
･
音
色
を

響
か
せ
ま
し
た
。

　

昨
年
、私
は
合
唱
部
の
Ｏ
Ｇ
と
し

て
、郡
山
女
子
大
学
の
建
学
記
念

講
堂
で
開
催
さ
れ
た
演
奏
会
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
ま
し
た
。活
動

内
容
は
開
演
前
に
受
付
の
セ
ッ
テ
ィ

ン
グ
や
配
布
物
の
準
備
、開
演
後
は

ス
テ
ー
ジ
袖
で
待
機
し
、ピ
ア
ノ
や
指

揮
台
の
配
置
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
通
し
て
運
営
に
携

わ
り
、多
く
の
方
々
に
よ
る
尽
力
の

下
で
演
奏
会
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と

を
実
感
し
ま
し
た
。

　

今
年
の
演
奏
曲
の
中
に「
せ
い
め

い
は
じ
つ
ざ
い
し
な
い
」と
い
う
組
曲

が
あ
り
、こ
の
曲
は
私
が
高
校
２
年

の
夏
に
初
演
さ
れ
る
予
定
で
し
た
。

し
か
し
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流

行
に
よ
り
演
奏
会
は
中
止
、部
活
動

が
制
限
さ
れ
ま
し
た
。当
時
は
演
奏

会
や
部
活
動
が
で
き
る
こ
と
は
、当

た
り
前
で
は
な
い
こ
と
を
痛
感
し
た

日
々
で
し
た
。今
年
は「
せ
い
め
い
は

じ
つ
ざ
い
し
な
い
」が
全
曲
初
演
さ

れ
ま
し
た
。演
奏
は
迫
力
が
あ
り
1

つ
の
物
語
を
聴
い
て
い
る
よ
う
で
感

慨
深
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

　

私
は
、音
楽
都
市
と
呼
ば
れ
る
郡

山
で
今
後
も「
た
な
ば
た
コ
ン
サ
ー

ト
」が
開
催
さ
れ
続
け
る
こ
と
、素

晴
ら
し
い
歌
声
が
響
く
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。今
ま
で
当
た
り
前
に
で

き
て
い
た
こ
と
が
制
限
さ
れ
る
こ
と

を
体
験
し
た
か
ら
こ
そ
、挑
戦
で
き

る
機
会
が
設
け
ら
れ
た
時
は
進
ん
で

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
、ま
た
日
々
に

存
在
す
る
日
常
を
大
切
に
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
第
５２
回
マ
ー
チ
ン
グ
バ

ン
ド
･
バ
ト
ン
ト
ワ
ー
リ
ン
グ
東
北
大

会
に
出
場
し
ま
し
た
。こ
の
大
会
で

金
賞
を
取
り
、全
国
大
会
に
出
場

す
る
と
い
う
の
が
私
た
ち
の
目
標
で

し
た
。目
標
を
達
成
で
き
た
時
は
、

や
り
が
い
と
感
謝
の
気
持
ち
が
溢
れ

ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
今
年
度
１６
人
と
い
う

少
な
い
人
数
で
活
動
し
て
き
ま
し

た
。人
数
が
少
な
い
こ
と
は
、マ
ー
チ

ン
グ
で
は
マ
イ
ナ
ス
な
こ
と
が
多
く
、

無
謀
な
挑
戦
で
も
あ
り
ま
し
た
。人

数
が
少
な
い
分
、一
人
の
役
割
が
大

き
く
な
る
た
め
、プ
レッ
シ
ャ
ー
や
責

任
の
重
さ
に
悩
ん
だ
こ
と
も
多
く
あ

り
ま
し
た
。だ
か
ら
こ
そ
得
た
達
成

感
は
、と
て
も
大
き
かっ
た
で
す
。

　

練
習
を
重
ね
る
中
で
、大
切
に
し

て
き
た
こ
と
は「
感
謝
」の
気
持
ち
で

す
。そ
の
中
で
、当
た
り
前
が
幸
せ
だ

と
実
感
す
る
毎
日
が
続
き
ま
し
た
。

全
員
で
練
習
で
き
る
こ
と
、練
習
場

所
が
あ
る
こ
と
、ご
指
導
し
て
頂
け

る
こ
と
。こ
れ
ら
は
、地
域
の
皆
様
や

先
生
方
、家
族
の
お
か
げ
で
す
。

　

私
た
ち
は
毎
回
の
本
番
で
、た
く

さ
ん
の
方
に
恩
返
し
を
す
る
と
い
う

気
持
ち
を
持
つ
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。誰
か
を
想
い
な
が
ら
演
奏
演
技

を
す
る
と
、い
つ
も
以
上
に
良
い
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。だ
か
ら
こ
そ
、全
国
大
会
で
は
、

日
頃
の
感
謝
の
気
持
ち
を
持
って
東

北
代
表
と
し
て
、あ
ら
ゆ
る
想
い
を

背
負
っ
て
披
露
し
て
ま
い
り
ま
す
。

応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

大
学
、短
期
大
学
部
に
お
い
て
政

治
、社
会
、経
済
に
関
連
す
る
共
通

基
礎
科
目
を
い
く
つ
か
担
当
し
て
い

る
が
、教
養
力
を
高
め
た
い
と
思
って

い
る
学
生
の
皆
さ
ん
に
是
非
一
読
し

て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い
る
の
が
本

書
で
あ
る
。

　

著
者
に
つい
て
は
、こ
こ
で
紹
介
す

る
ま
で
も
な
い
歴
史
上
の「
知
の
巨

人
」と
も
称
さ
れ
る
人
物
で
あ
り
、本

書
も
古
典
書
に
位
置
付
け
ら
れ
る

も
の
で
あ
る
。し
か
し
、古
典
書
で
あ

り
な
が
ら
、そ
の
内
容
は
読
む
た
び
に

新
し
い
発
見
を
覚
え
さ
せ
て
く
れ
る
。

今
の
社
会
に
当
て
は
ま
る
こ
と
が
と

て
も
多
い
の
だ
。

　

本
書
の
主
旨
の
一
つ
は
、全
体
主

義
の
よ
う
な
経
済
に
大
き
く
コ
ミッ
ト

す
る
よ
う
な
体
制
は
、人
々
を
し
て

自
由
を
失
わ
せ
、そ
の
題
名
通
り
に

「
隷
属
への
道
」を
歩
ま
せ
る
も
の
で

あ
る
、と
い
う
こ
と
で
あ
る
。本
書
に

対
し
て
は
、福
祉
国
家
･
福
祉
政
策

を
否
定
す
る
も
の
だ
、等
と
批
判
さ

れ
て
き
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、官
僚
が
政
策
ま
で

決
め
て
政
治
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
し

ま
う
と
いっ
た「
行
政
国
家
化
」が
進

ん
で
い
る
と
言
わ
れ
、政
治
に
無
関

心
で
、選
挙
に
も
行
か
ず
、何
事
も

「
国
任
せ
」に
し
て
い
る
風
潮
を
見
る

に
、ど
う
も
今
の
人
々
は
自
ら
の
自
由

を
放
棄
す
る
道
を
歩
も
う
と
し
て
い

る
の
で
は
な
い
か
、と
危
機
感
を
覚
え

る
の
だ
。前
述
の
批
判
の
是
非
は
別
に

し
て
も
、現
代
の
政
治
経
済
を
考
え

る
上
で
、本
書
を
一
読
す
る
価
値
は

十
二
分
に
あ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
コロ
ナ
禍
の
影
響
で
、料
理
の
考
え

方
も
大
き
く
変
化
し
ま
し
た
。免
疫

力
を
つ
け
よ
う
と
健
康
志
向
が
高
ま

る
半
面
、手
抜
き
料
理
が
増
え
、栄

養
バラ
ン
ス
を
崩
し
体
調
が
悪
く
なっ

た
人
も
多
い
と
い
わ

れ
ま
す
。こ
の
よ
う

な
食
事
情
の
中
、今

後
注
目
さ
れ
る

キ
ー
ワ
ー
ド
は
3
つ

で
す
。

　

1
つ
目
は
、た
ん

ぱ
く
質
不
足
で
す
。

摂
り
た
め
て
お
け
な

い
栄
養
素
の
た
め

毎
日
摂
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。た
ん
ぱ

く
質
は
大
豆
や
主

食
等
色
々
な
食
品

か
ら
少
し
ず
つ
摂
る

こ
と
で
効
率
よ
く

吸
収
さ
れ
る
の
で
、

米
飯
を
主
食
と
し

た
献
立
は
正
に
こ

れ
に
向
い
て
い
ま

す
。

　

2
つ
目
は
鉄
分
不
足
で
す
。鉄
分

は
吸
収
率
が
低
い
栄
養
素
な
の
で
、

若
い
女
性
に
限
ら
ず
年
代
、性
別
を

問
わ
ず
不
足
し
や
す
い
の
で
す
。鉄

分
は
、た
ん
ぱ
く
質
と
一
緒
に
摂
る

こ
と
で
吸
収
が
良
く
な
り
ま
す
が
、こ

の
２
つ
を
含
む
の
が
大
豆
で
す
。レ

バー
や
あ
さ
り
に
比
べ
る
と
質
は
劣
り

ま
す
が
、味
噌
、豆
腐
、納
豆
な
ど
か

ら
少
し
ず
つ
摂
れ
ま

す
。大
豆
た
ん
ぱ
く

質
と
米
に
は
補
足

効
果
が
あ
り
、一
緒

に
摂
る
こ
と
で
栄
養

価
が
高
ま
り
ま
す
。

　

3
つ
目
は
減
塩
で

す
。パン
や
麺
類
は
、

原
料
に
塩
が
含
ま

れ
て
い
て「
塩
分
控

え
め
」の
食
事
を
続

け
る
に
は
、塩
分
ゼロ

の
米
飯
が
良
い
と
思

い
ま
す
。米
離
れ
と

言
わ
れ
て
久
し
く
、

消
費
は
減
少
す
る

一
方
で
す
。日
本
人

の
D
Ｎ
Ａ
を
育
ん
で

き
た
米
を
主
食
と

し
た
食
事
と
先
人

達
の
知
恵
の
賜
物
で
あ
る「
発
酵
食

品
」を
上
手
に
活
用
す
る
こ
と
が
、健

康
管
理
に
繋
が
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
ま
す
。和
食
の
伝
統
を
見
直
す

時
が
来
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

私
の
本
棚

著
者
：
F・A・ハ
イ
エ
ク　

訳
：
西
山 

千
明

  

出
版
元
：
春
秋
社

大
学
家
政
学
部
食
物
栄
養
学
科

長
谷
川
　
貴
弘

准
教
授

「
隷
属
へ
の
道
」

全国大会に臨む16人の仲間

赤
い
風
船

田中　彩葉

大学生活科学科
社会福祉専攻２年

講師 佐々木　郁子
短期大学部幼児教育学科

夢
の
舞
台
へ

　
　
　

高
校
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
部

部
長 

水
野
　
香
乃

当
た
り
前
で
は
な
い
日
常

コ
ロ
ナ
禍
を
振
り
返
っ
て

生活診断室 シリーズ 72

短期大学部健康栄養学科

准教授 小林　澄枝

これからの食事に求められるもの



開成の杜（7）

　

附
属
高
校
バレ
ー
ボ
ー
ル
部
は
第

76
回
全
日
本
バレ
ー
ボ
ー
ル
高
校
選

手
権
大
会（
春
高
バ
レ
ー
）福
島
県

代
表
決
定
戦
で
８
年
連
続
25
回
目

の
優
勝
を
飾
っ
た
。１
月
４
日
か
ら

東
京
都
の
東
京
体
育
館
で
開
幕
す

る
本
大
会
へ
臨
む
。

　

11
月
23
日
に
福
島
市
で
行
わ
れ

た
決
勝
で
は
聖
光
学
院
と
対
戦
。

接
戦
と
な
っ
た
第
１
セ
ッ
ト
を
32
–

30
で
制
す
る
と
、そ
の
後
は
多
彩
な

攻
撃
力
を
発
揮
し
、セッ
ト
カ
ウ
ン
ト

３
–
０
で
勝
利
し
た
。

　

今
大
会
は
４
年
ぶ
り
に
出
場
校

の
会
場
で
の
応
援
が
復
活
。選
手
は

詰
め
掛
け
た
生
徒
や
保
護
者
ら
の

熱
い
声
援
に
応
え
た
。

　

今
年
の
チ
ー
ム
は
福
島
県
の
主
力

と
し
て
出
場
し
た
10
月
の「
か
ご
し

ま
国
体
」で
７
位
入
賞
を
果
た
す
な

ど
力
を
つ
け
て
い
る
。

■ 

大
食
の
戸
賀
さ
ん
最
優
秀
賞

■ 

ミ
ー
ト
デ
リ
カ
コ
ン
全
国
へ

　

国
産
肉
を
使
っ
た
創
作
総
菜
を

競
う「
ミ
ー
ト
デ
リ
カ
コ
ン
テ
ス
ト
」

福
島
県
大
会
で
大
学
食
物
栄
養
学

科
１
年
の
戸
賀
辺
莉
依（
べ
り
い
）さ

ん
の「
シ
ャ
キ
シ
ャ
キ
れ
ん
こ
ん
肉
団

子
の
胡
麻
坦
々
ソ
ー
ス
が
け
」が
最

優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
。１
月
１３
日
に

東
京
都
内
で
開
か
れ
る
全
国
大
会

に
出
場
す
る
。

　

県
食
肉
事
業
協
同
組
合
連
合
会

の
主
催
。書
類
審
査
を
通
っ
た
大
学

生
や
高
校
生
、一
般
の
人
々
が
実
際

に
調
理
し
、味
や
商
品
の
魅
力
な
ど

の
審
査
を
受
け
た
。

　

戸
賀
さ
ん
は
附
属
高
校
生
だ
っ

た
２
年
前
も
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
、

　

福
島
県
と
企
業
･
団
体
な
ど
が

推
進
す
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
ふ
く
し
ま
県

民
運
動
で
、大
学
食
物
栄
養
学
科

４
年
生
が
考
案
し
た
県
産
食
材
を

使
っ
た
ヘ
ル
シ
ー
メ
ニュ
ー
が
県
内
各

地
で
普
及
を
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

健
康
づ
く
り
に
役
立
つ
複
数
の
メ

ニュー
の
う
ち「
カ
レ
イ
と
シ
イ
タ
ケ
の

バ
タ
ー
醤
油
ソ
テ
ー
」は
、10
月
に
郡

山
市
の
ヨ
ー
ク
ベニマ
ル
郡
山
島
店
で

試
食
と
レ
シ
ピ
の
配
布
を
学
生
と

教
員
も
参
加
し
て
行
っ
た
。

　

さ
ら
に
11
月
、い
わ
き
市
の
イ
オ

ン
モ
ー
ル
い
わ
き
小
名
浜
で
開
催
さ

れ
た
県
の「
お
い
し
い　

ふ
く
し
ま

い
た
だ
き
ま
す
！
」キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の

Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
に
も
登
場
。良
質
な

常
磐
も
の
と
山
の
幸
を
味
わ
え
る

料
理
と
し
て
学
生
ら
が
調
理
し
て
来

場
者
に
試
食
し
て
も
ら
い
、好
評
を

得
た
。

県
産
食
材
の
ヘ
ル
シ
ー

メ
ニュ
ー
県
内
に
普
及

食
物
栄
養
学
科
４
年
生
が
考
案

全
国
大
会
に
出
場
し
た
。２
度
目
の

挑
戦
に「
さ
ら
に
改
善
し
て
福
島
県

産
の
食
材
の
良
さ
を
伝
え
た
い
」と

張
り
切
って
い
る
。

　

県
大
会
で
は
附
属
高
校
の
橋
本

朱
叶
さ
ん（
３
年
）が
優
秀
賞
に
選

ば
れ
た
。

■ 

減
る
し
ぃ
レ
シ
ピ
最
優
秀

■ 

湯
田
さ
ん
２
年
連
続
受
賞

　

食
材
を
使
い
切
る
料
理
の
ア
イ

デ
ア
を
競
う「
生
ご
み
減
量
！
減
る

し
ぃ
レ
シ
ピ
コ
ン
ク
ー
ル
」で
附
属
高

校
食
物
科
３
年
の
湯
田
媛
香
さ
ん

が
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
。

　
コ
ン
ク
ー
ル
は
郡
山
市
と
福
島
民

友
新
聞
社
の
共
催
。湯
田
さ
ん
は

「
包
ま
な
い
ロ
ー
ル
キ
ャベツ
･
キ
ャベ

ツ
の
芯
で
中
華
春
巻
き
」を
考
え
、

昨
年
に
続
い
て
最
優
秀
賞
に
輝
い
た
。

　

ほ
か
に
次
の
生
徒
、学
生
が
入
賞

し
た
。

▽
優
秀
賞
＝
松
﨑
小
桜（
附
属
高

３
年
）、田
村
美
羽（
短
期
大
学
部

健
康
栄
養
学
科
２
年
）▽
佳
作
＝

橋
本
愛
花
、加
藤
凜（
附
属
高
２

年
）歌
川
千
慧
、永
﨑
紅
亜
、日
下

野
湖
子（
附
属
高
３
年
）

■  

石
川
さ
ん
が
声
楽
全
国
３
位

　

附
属
高
校
音
楽
科
１
年
の
石
川

芽
衣
さ
ん
は「
第
３
回
国
際
声
楽
コ

ン
ク
ー
ル
東
京
全
国
大
会
」に
出
場

し
、第
３
位
に
輝
い
た
。こ
の
経
験
を

糧
に
、今
後
の
さ
ら
な
る
活
躍
が
期

待
さ
れ
る
。

高
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

高
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

〝
春
高
〞８
年
連
続
出
場

■ 

大
学
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
で

■ 

菅
野
さ
ん
が
全
国
大
会
へ

　

参
加
者
が
本
を
紹
介
し
、読
み
た

く
な
っ
た
本
に
投
票
す
る
知
的
書

評
合
戦「
全
国
大
学
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト

ル
２
０
２
３
」で
短
期
大
学
部
専
攻

科
２
年
の
菅
野
香
子
さ
ん
が
全
国

大
会
に
出
場
す
る
。

　

菅
野
さ
ん
は
本
学
で
行
わ
れ
た

郡
山
地
区
予
選
会
で「
古
代
ギ
リ

シ
ャ
の
リ
ア
ル
」（
藤
村
シ
シ
ン
著
）を

紹
介
し
、来
場
者
の
投
票
で
チ
ャ
ン

プ
本
に
選
ば
れ
、仙
台
市
で
の
東
北

地
区
決
選
に
出
場
し
た
。東
北
地

区
で
は
準
チ
ャ
ン
プ
本
を
獲
得
し
、

特
別
枠
で
本
選
出
場
者
に
選
出
さ

れ
た
。

　

本
選
は
12
月
17
日
に
東
京
都
の

昭
和
女
子
大
学
で
開
催
さ
れ
る
。

【
陸
上
競
技
部
】

◇
福
島
県
高
等
学
校
新
人
体
育
大
会

▼
円
盤
投
げ

第
１
位　

宗
像
亜
恋（
２
年
）＝
東
北
大
会

出
場

▼
砲
丸
投
げ

第
１
位　

宗
像
亜
恋
＝
東
北
大
会
出
場

▼
５
０
０
０
Ｍ
競
歩

第
2
位　

渡
部
琉
楠（
１
年
）、第
4
位　

鈴
木
莉
緒（
１
年
）＝
以
上
東
北
大
会
出
場

▼
２
０
０
０
Ｍ
競
歩

第
7
位　

古
川
楓
夏（
１
年
）

◇
東
北
高
等
学
校
新
人
陸
上
競
技
選
手
権

大
会

▼
円
盤
投
げ

第
１
位　

宗
像
亜
恋（
２
年
）

▼
砲
丸
投
げ　

第
5
位　

宗
像
亜
恋

▼
５
０
０
０
Ｍ
競
歩

第
4
位　

渡
部
琉
楠（
１
年
）

◇
福
島
県
高
校
駅
伝
２
０
２
３　

第
８
位

【
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
】

◇
福
島
県
高
等
学
校
新
人
体
育
大
会

第
１
位

【
テ
ニ
ス
部
】

◇
福
島
県
高
等
学
校
新
人
体
育
大
会

▼
団
体　
ベス
ト
８

▼
シ
ン
グ
ル
ス　
ベス
ト
16　

佐
藤
空（
２
年
）

【
剣
道
部
】

◇
福
島
県
高
等
学
校
新
人
体
育
大
会

▼
団
体　

第
2
位
＝
東
北
大
会
出
場

▼
個
人　
ベ
ス
ト
８　

野
口
姫
依（
１
年
）、

吉
津
知
巴（
１
年
）

▽
優
秀
選
手
･
国
体
強
化
選
手
＝
三
瓶
真

和（
２
年
）、野
口
姫
依
、吉
津
知
巴

【
新
体
操
部
】

◇
福
島
県
高
等
学
校
新
人
体
育
大
会

▼
個
人
総
合

第
１
位　

佐
藤
若
菜（
２
年
）、第
2
位　

渡
邊
紗
奈（
１
年
）、第
3
位　

松
岡
る
な

（
１
年
）＝
以
上
東
北
大
会
出
場

▼
種
目

ク
ラ
ブ

第
１
位　

佐
藤
若
菜
、第
2
位　

渡
邊
紗

奈
、第
3
位　

村
田
浩
彩（
１
年
）＝
東
北

大
会
出
場

リ
ボ
ン

第
１
位　

佐
藤
若
菜
、第
2
位　

渡
邊
紗

奈
、第
3
位　

松
岡
る
な

【
卓
球
部
】

◇
福
島
県
卓
球
選
手
権
大
会

▼
ジュニア
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

第
5
位　

酒
井
汐
里（
１
年
）＝
全
日
本
大

会
出
場

▼
混
合
ダ
ブ
ル
ス　

第
１
位　

兼
谷
彩
音

（
３
年
）･
駒
澤
大
学
選
手
＝
全
日
本
大
会

出
場　

第
3
位　

西
牧
優
衣（
３
年
）･
國

學
院
大
学
選
手

▼
女
子
ダ
ブ
ル
ス

第
１
位　

兼
谷
彩
音
･
西
牧
優
衣
＝
全
日

本
大
会
出
場

▼
一
般
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

第
3
位　

西
牧
優
衣
＝
全
日
本
大
会
出
場

◇
福
島
県
高
等
学
校
新
人
体
育
大
会

▼
女
子
団
体　

第
３
位

▼
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

第
5
位　

酒
井
汐
里（
１
年
）

▼
女
子
ダ
ブ
ル
ス

第
３
位　

酒
井
汐
里
･
野
々
宮
好
芭（
１

年
）

【
令
和
5
年
度
郡
山
市
体
育
協
会
表
彰
】

▽
優
秀
チ
ー
ム
賞

バレ
ー
ボ
ー
ル
部
･
卓
球
部
･
剣
道
部

▽
優
秀
選
手
賞　

兼
谷
彩
音（
3
年
･
卓
球
部
）

【
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
部
】

◇
福
島
県
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

▽
金
賞
＝
東
北
大
会
出
場

◇
マ
ー
チ
ン
グ
＆
バ
ト
ン
オ
ン
ス
テ
ー
ジ
東

北
大
会

▽
金
賞
＝
全
国
大
会
出
場

【
合
唱
部
】

◇
第
76
回
福
島
県
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル

▽
銀
賞
＝
東
北
大
会
出
場

【
食
物
科
】

◇
第
1
回
米
粉
お
む
す
び
レ
シ
ピ
コ
ン
テ
ス
ト

▽
最
優
秀
賞
＝
三
瓶
莉
奈（
３
年
）

◇
第
10
回
豆
乳
レ
シ
ピ
甲
子
園

▽
優
秀
賞
学
校
賞

◇
牛
乳
･
乳
製
品
利
用
料
理
コ
ン
ク
ー
ル
福

島
県
大
会

▽
優
秀
賞
＝
永
﨑
紅
亜（
３
年
）、小
針
遙

香（
１
年
）

◇
第
５
回
あ
い
の
里
献
血
活
動
に
お
け
る

お
弁
当
メ
ニ
ュ
ー

▽
考
案
者
＝
上
野
雫（
３
年
）、渡
邉
彩
花

（
２
年
）

【
高
校
･
大
学
･
短
大
】

◇
福
島
県
き
の
こ
料
理
コ
ン
ク
ー
ル

▽
優
秀
賞
＝
大
戸
碧
月（
髙
校
３
年
）

▽
特
別
賞
＝
三
瓶
莉
奈（
髙
校
３
年
）

▽
奨
励
賞
＝
薄
井
和
香
奈（
大
学
１
年
）、

田
母
神
美
穂（
短
大
２
年
）

附
属
高
校
令
和
５
年
度（
秋
季
） 

各
種
大
会
･
コ
ン
ク
ー
ル
成
績

春高バレー出場を決め応援に感謝する選手たち

お気に入りの本を紹介する
菅野さん

２年連続最優秀賞の湯田さん

声楽コンクール３位の石川さん

い
わ
き
で
県
産
食
材
の
ヘ
ル
シ
ー
メ
ニ
ュ
ー
を
紹
介

２度目の最優秀賞を得た
戸賀さん
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パリに集った作家の作品を紹介した版画展

ＵＳＪで楽しい一日古都・奈良を訪ねて

厳島神社を参拝

神戸でディナークルーズ

原爆ドームを背景に

広島平和記念資料館

　

私
は
図
書
館
で「
相
互
利
用
」と
い
う

業
務
を
担
当
し
て
い
ま
す
。相
互
利
用

と
は
、図
書
館
が
代
行
し
て
、所
蔵
し
て

い
る
図
書
館
か
ら
本
を
借
り
た
り
、雑

誌
や
紀
要
のコ
ピ
ー
を
取
り
寄
せ
る
サ
ー

ビ
ス
の
こ
と
で
す
。論
文
や
レ
ポ
ー
ト
を

作
成
す
る
た
め
に
は
、参
考
文
献
が
大

切
で
す
。こ
の
場
を
お
借
り
し
て
、文
献

の
調
べ
方
を
ご
紹
介
し
ま
す
。本
や
論
文

の
検
索
に
は
、国
立
情
報
学
研
究
所
の

デ
ー
タベー
ス「CiNii Research

（
サ
イ

ニ
イ　
リ
サ
ー
チ
）」が
お
す
す
め
で
す
。

こ
ち
ら
で
は
タ
イ
ト
ル
や
著
者
の
ほ
か
、フ

リ
ー
ワ
ー
ド
で
、本
や
雑
誌
･
紀
要
･
博

士
論
文
な
ど
の
論
文
検
索
が
で
き
ま

す
。ま
た
、検
索
し
た
論
文
が
載
って
い
る

本
の
タ
イ
ト
ル
や
雑
誌
の
巻
号
な
ど
を

調
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。論
文
が
見
つ

かっ
た
ら
、次
は
図
書
館
の
所
蔵
を
調
べ

て
み
ま
し
ょ
う
。同
じ
国
立
情
報
学
研
究

所
の「CiNii 　

Books

（
サ
イ
ニ
イ　
ブッ

ク
ス
）」で
は
、全
国
の
大
学
図
書
館
の
所

蔵
を
検
索
で
き
ま
す
し
、福
島
県
立
図

書
館
の「
県
内
図
書
館
横
断
検
索
」は
、

福
島
県
内
の
公
共
図
書
館
や
大
学
図

書
館
の
蔵
書
検
索
が
可
能
で
す
。大
学

図
書
館
か
ら
依
頼
す
る
場
合
、料
金
は

自
己
負
担
と
な
り
ま
す
が
、ぜ
ひ
図
書

館
の
相
互
利
用
サ
ー
ビ
ス
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。　　
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郡山女子大学
大学図書館

BO OK
第24回

　令和5（2023）年7月17日ジュンク堂
書店郡山店で開催した、学生協働選
書企画「選書ツアー2023」にて、参加
した学生さんが選んだ本の一部をご紹
介いたします。

102

新しい本が
　 届きました。

『雨を、読む。』
佐々木まなび著，
芸術新聞社
請求記号
814||Sa

『人魚ノ肉』
木下昌輝著，
文藝春秋
請求記号
913.6||Ki46

『いとエモし。
超訳日本の
美しい文学』
koto著，
サンクチュアリ出版
請求記号
918||Ko

『世界で
いちばん素敵な
古代文明の教室』
ロム・インター
ナショナル, 
実松克義著，
三才ブックス
請求記号
209.3||Ro

　

郡
山
女
子
大
学
附
属
高
校
美
術
科
３
年
生
の
作
品
で
す
。授
業
の
み
な
ら
ず
、朝
や
放
課

後
の
時
間
を
活
用
し
て
熱
心
に
制
作
を
行
っ
て
い
ま
す
。第
74
回
県
南
美
術
展
に
出
品
し
、

複
数
点
の
作
品
が
入
選
･
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。そ
の
中
か
ら
２
作
品
を
ご
紹
介
い
た
し

ま
す
。

「異物」 
F５０号

高校美術科３年
嶋田　彩花

「私とチューバ」
F５０号

高校美術科３年
森　美月

　附属高校２年生は11月28日から広島･関西
方面へ4泊５日の修学旅行に出掛けた。
　広島では広島平和記念資料館の見学や厳
島神社を参拝。神戸ではディナークルーズを楽
しみ、翌日は大阪入りし海遊館とＵＳＪの一日を
満喫した。奈良、京都の古都の文化にも触れた。

附属高校修学旅行

　

も
み
じ
会
共
催
の
第
２
２
０
回

芸
術
鑑
賞
講
座「
エコ
ー
ル
･
ド
･

パ
リ
版
画
展
」は
10
月
３
日
か
ら
８

日
ま
で
開
催
さ
れ
た
。

　

出
身
国
や
画
風
も
様
々
な
が

ら
、20
世
紀
初
頭
の
フ
ラ
ン
ス
･
パ

リ
に
集
い
、互
い
に
語
り
合
い
刺
激

し
合
っ
た
作
家
た
ち
の
版
画
約
50

点
を
展
示
し
た
。

　

ピ
カ
ソ
、マ
テ
ィ
ス
、藤
田
嗣
治
、マ

リ
ー
･
ロ
ー
ラ
ン
サ
ン
、ユ
ト
リ
ロ
、

シ
ャ
ガ
ー
ル
ら
個
性
あ
ふ
れ
る
作
品

が
並
ん
だ
。学
生
、生
徒
、園
児
を

は
じ
め
、一
般
公
開
で
多
く
の
愛

好
者
が
県
内
外
か
ら
足
を
運
び
、

鑑
賞
を
楽
し
ん
だ
。

個
性
あ
ふ
れ
る
作
品
で
魅
了

エ
コ
ー
ル・ド・パ
リ
版
画
展
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